
大井川鐵道
南アルプスあぷとライン開業60周年

○大井川鐵道井川線の歴史
・昭和10 年 (1935 年 )
　大井川電力の専用鉄道として運行開始
・昭和11年 (1936 年 )
　�寸又川専用軌道 (後の千頭森林鉄道 ) の
乗り入れが開始

・昭和 29 年 (1954 年 )
　中部電力専用鉄道に改称
・昭和 34 年 (1959 年 )
　�運営を大井川鐵道が引き継ぎ、大井川
鐵道井川線として旅客営業開始＜開業＞

・昭和 44 年 (1969 年 )
　千頭森林鉄道が廃止
・平成 2 年 (1990 年 )
　�長島ダム建設に伴い水没する区間の路線
を変更、アプト式鉄道区間の運行開始

・令和元年 (2019 年 )
　開業 60 周年を迎える

　
８
月
１
日
、
南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と
ラ

イ
ン
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
大
井

川
鐵
道
井
川
線
が
開
業
60
周
年
を
迎

え
、
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
部
電
力
や
静
岡
市
、
町

な
ど
か
ら
、
関
係
者
約
50
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
鈴
木

敏
夫
町
長
は
「
子
ど
も
の
頃
に
は
森
林

鉄
道
と
し
て
千
頭
駅
が
貯
木
場
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
今
で
は
日
本
唯
一

の
ア
プ
ト
式
鉄
道
を
有
す
る
路
線
と
し

て
Ｓ
Ｌ
と
並
ぶ
誘
客
の
要
と
な
っ
て
い

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、桜
保
育
園
の
園
児
が「
こ

ど
も
駅
長
」
に
任
命
さ
れ
、
記
念
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
を
運
転
士
へ
手
渡
し
た
ほ

か
、
列
車
の
出
発
の
合
図
と
な
る
笛
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
沿
線
自
治
体
や

民
間
事
業
者
、
長
島
ダ
ム
管
理
所
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
「
南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
周
辺
地
域
誘
客
協
議
会
」
に
う

よ
る
記
念
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
千
頭
駅
か
ら
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン

に
乗
車
し
て
車
窓
か
ら
の
景
色
を
楽
し

ん
だ
後
、
奥
大
井
湖
上
駅
で
下
車
し
、

接
岨
峡
温
泉
駅
ま
で
の
道
の
り
を
歩
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
頭
駅
で
は
、
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
が
制
作
し
鉄
道
フ
ァ
ン
の
人

気
を
集
め
て
い
る
「
鉄
カ
ー
ド
」
が
来

場
者
に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
記
念
往
復

切
符
の
販
売
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　町商工会では、町内の店舗や観光施設で提示することで割引や各種サービスを受けることができ
る冊子「川根パスポート」を制作・販売しています。現在は日本語版のみ販売していますが、今年
度は外国人観光客をターゲットとした英語版も発行される予定です。
　そこで、町内の文化や風景などを広く海外に発信してもらうことで外国人観光客の反応や需要を
探ろうと、イタリアからジュセッペ・スクティッキオさん（イタリア人）とミカエラ・スキューマさん（ア
ルゼンチン人）が招かれました。
　ジュセッペさんとミカエラさんは、若者に人気の写真投稿アプリ「インスタグラム」において大き
な影響力を有する「インスタグラマー」として、世界各地の文化や絶景を写真や動画に撮影・投稿し、
10万人以上のフォロワー（ファン）に向けて発信しています。
　２人は６月中旬から７月中旬までの約１カ月間にわたって町内に滞在し、赤石太鼓の練習に参加し
たほか、「平谷の流したい」の見学などを楽しみました。２人がこうした体験の様子や町内の風景を
写真や動画で投稿すると、あっという間に海外から好意的な反応が数多く寄せられました。
　また、滞在期間中は町内の小学校も訪問し、児童との交流を深めました。ジュセッペさんは、今
まで旅した国々を写真で紹介した上で「日本の素晴らしい文化について、ぜひ世界中の人たちに話
せるようになって」と児童に呼びかけました。

川根の景色を世界に発信 !!
～インスタグラマーによるプロモーション活動が行われました～

▼�今回紹介した 2人の写真などについては、下記のＱＲコードを読み込むか、
顔写真の右側にあるアカウント名で検索をしてください。

ここにも、一つの物語。
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